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16世紀ヨーロッパにおける ロレーヌ=エ=バール公
権とその対外政策 : 18世紀における公権の ≪
souverainete≫ 解明にむけて



















分析対象の一つといえる。O. Brunner によると、「主権 souveraineté」はヨーロッパに特有の基本
概念であり、その対外的側面と対内的側面のうち、第一義にくるのは、「対外的な独立」を意味す





















聖ローマ皇帝から授与された封（地）fief であったとされる。１４２０年に、バール公ルネ1世 René Ier
がロレーヌ公家の唯一の跡取りであったイザベル Isabelle と結婚し、ロレーヌ＝エ＝バール公権が
誕生するまでは（１４３１年）、それぞれが別々の封建国家 État féodal であった5。










権利が、周知のとおり、領主権 droits seigneuriaux である。所有を認められた封にたいして行使
可能な権利項目という観点でいえば、封主が行使する領主権と封臣のそれは、封臣が封主にたいし
て一定の義務を履行するということを除いて全く同等であり、封建領主 seigneur de fief たちが行
使する諸権利は、«souveraineté féodale» に集約される8。 
　«souveraineté féodale» は、元来、土地 sol そのものに付帯する要素とされ、中世の、いわゆる



























主 souverain であり、その裁判をおこなう権利 juridiction もまた、他のいかなる権威から独立して
いるという主張をおこなった１２。つまり、神聖ローマ帝権がロレーヌ＝エ＝バール公の臣下にたい
する課税や裁判権の行使を、最高封主の権利droits du suzerain を根拠に主張したのに対し、ロレー
ヌ＝エ＝バール公権は、このような一方的な権利行使を、神聖ローマ皇帝との封建的主従関係に
よってみとめられた «souveraineté féodale» の侵害とみなすどころか、所有地（所領、領地）に住
む人々を「法の下で一元的に統治する」という観点から用いられる «souveraineté politique» の侵
害ともみなしたといえる１３。
　したがって、 こののちに結ばれたニュルンベルクの和解は、ロレーヌ＝エ＝バール公に、「一
国家 un État」である君主国 État souverain（領邦国家 Territorialstaat１４ ; 諸侯領 principauté 










なる上位権力 supériorité や君主 principauté にたいしても自由で統合不可能であることにつ
いて、皇帝陛下（神聖ローマ皇帝）、すべての選帝侯、すべての公爵および等族から、永久に、






した «souveraineté»」（souveraineté libre et indépendante）をもつ「一つの国家 un État」や、「近
代的で、自律的で独立した真の国家」などとみなす評価が、じつに多くの著作にみられる１9。
　その一方で、ロレーヌ＝エ＝バール公は、ポン＝タ＝ムソン侯領 marquisat de Pont－à－Mousson
やブラモン伯領 comté de Blamont をはじめとするいくつかの封や、ルミルモン大修道院 abbaye 
de Remiremont、貨幣の打造場を擁するイヴ ville d’Yve などについては、従来どおり、臣従礼を




が「保護し、庇護をさずけ、保守する protéger, défendre et maintenir」こともこの和解で定めら
れた２１。さらに、イタリア戦争を終結させたカト＝カンブレジ条約（１５５9年）において、神聖ロー
マ皇帝には、ロレーヌ＝エ＝バール公国にたいする封の取り戻し権 droit de reprise de fief の請求
権が承認され、この権利は、ヴェストファーレン条約（１６４８年）で放棄されるまで保持された。つ
まり、ニュルンベルクの和解以降のロレーヌ＝エ＝バール公国は、«État souverain» であると同時
に、封としての法的条件を付与されることで «souveraineté féodale» が依然として機能する状況に
あったと言える。
　ニュルンベルクの和解によってもたらされたこのような状況について、Vignal Souleyreau は、
ロレーヌ＝エ＝バール公が、「事実上の «souveraineté»」（souveraineté de fait）は享受したが、「法





















souverain» の要件である対内的 «souveraineté» の安定的行使という観点において、Vignal 













能」な権力として「自由で独立した «souveraineté» 」を認めた点で、自由権 Libertät と領邦支配
























めとした「封建的諸権利 droits de féodalité」に関連する権利の保持と、バロワ・ムヴァンで起こ
される上訴審をパリ高等法院が扱うことをさだめ、公権の自律性を抑制するための施策を講じた。
　１６世紀中期以降になると、フランス王権は、いよいよ軍事占領という形でロレーヌ＝エ＝バー
ル公権の «souveraineté» を侵害し始めた。まず、１５５２年には、公国内の三司教領（トゥール Toul、































Traité de Lochau を結んだアンリ2世が、「ドイツの自由と囚われている諸侯の擁護者」という大

























するはずであったにもかかわらず、カール5世への譲渡を強いられた所領（ヘルレ公領 duché de 










公国最北部のストゥネ ville de Stenay が、神聖ローマ皇帝の封の一部であるにもかかわらずフラ
ンス王に譲渡された。ストゥネは、ロレーヌ＝エ＝バール公国の要塞都市であり、イタリア戦争時
















































































ては、ロレーヌ = エ = バール公権の «souveraineté» そのものを分析対象としているため、当面は原語表記を
採用している。
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16 世紀ヨーロッパにおけるロレーヌ =エ =バール公権とその対外政策　　帆北　智子
229
公領 duché、侯領 marquisat（marche）、男爵領 baronnie も含まれる。
１１　Clesse, «Histoire de l’ancienne La châtellenie et prévôté de Conflans en Jarnisy», Mémoire （Société d’archéologie 
et d’histoire de la Moselle）, vol.１２, Metz, １８7２, pp.１０６－１０7. なお、神聖ローマ帝国の諸制度に関する日本語訳は、
そのほとんどを、F. ハルトゥング他『伝統社会と近代国家』（成瀬治訳）、岩波書店、１9８２年、および、F. ハルトゥ
ング『ドイツ国制史 : １５世紀から現代まで』（成瀬治、 坂井栄八郎訳）、岩波書店、１9８０年から引用した。
１２　Clesse, op.cit., pp.１０６－１０7.
１３　«souveraineté féodale» と «souveraineté politique» については、Antoine Mailher de Chassat, op.cit., pp.１０２－１３３ 
; Guizot, op.cit., pp.２８9－２9４. ところで、ウェーバーは、支配について3つの類型にわけているが、そのうち、
合法的支配 souveraineté légale が、 «souveraineté politique» に該当すると考えられる。M. ウェーバー（世良晃
志訳）「支配の諸類型」、『経済と社会』創文社、１97０年（M.Weber, Wirtschaft und Gesellschaft, Kapital III, IV （S. 
１２２－１８０）, besorgt von J. Wincjelmann, Tübingen , １9５６） ; P. A. Bois, «L’État national－socialiste : un non－État?», 
Le National－socialisme: une révolution ?, Toulouse, １997, pp.４１－５５ ; C. Desmarais et C. Jameux, «L’encadrement 
dans les collectivités locales : de la responsabilité à la responsabilisation», Politiques et management public, Actes du 
dixième colloque international, Paris, jeudi 9 et vendredi １０ mars ２０００, vol. １9 n.3 （Les nouvelles exigences de la 
responsabilité publique）, ２００１, pp.１０１－１１9. 
１４　領邦国家に関するわが国の古典的な一般定義は以下のようである。「そこにおいて、ある貴族、または社団
が固有の権利に基づき、ラントヘルとしての権利を行使する確固たる境界をもった領域」。今西正雄「ドイツ
中世後期の様相（一）－ドイツ後進性の形成－」同志社大学経済学論集、１２ （ 1 ）,１9６２年、1～１9頁。
１５　H. Lepage, «Situation politique de la Lorraine vis－à－vis de l’Empire», Recueil de documents sur l’histoire de 
Lorraine, vol.1, Société d’archéologie lorraine, Nancy, １８５５, pp.１9５－１97.
１６　Taveneaux, «La Lorraine, les Habsbourg et l’Europe», Les Habsbourg et la Lorraine, Actes du colloque 
international organisé par les Universités de Nancy et Strasbourg III （２２－２４ mai １9８7）, J.P. Bled et al. （dir.）, 
Nancy, １9８7, p.１１ （pp.１１－２7）.
１7　たとえば、Marie Catherine Vignal Souleyreau, Richelieu et la Lorraine, Paris, ２００４, p. ４２ ; Taveneaux, op.cit., p.１１ 
; Cabourdin, Histoire de la Lorraine, t.1, Chaumont, １99０, p.５４ ; J. Schneider, Histoire de la Lorraine, Paris, １9５１, p.６６
などをはじめ、ニュルンベルクの和解に言及しているほとんどの著作がこの文言を引用しているといってよ
いだろう。




１9　たとえば、Jean Cayon, Les ducs de Lorraine, Nancy, １８５４, p.４２ ; H. Lepage, op.cit., p.１9６ ; J. Schneider, op.cit., 
pp. ６６－６7 ; Taveneaux, op. cit., pp.１１－１２ ; Marie Catherine Vignal Souleyreau, op.cit., p.３３.
２０　H. Lepage, op. cit., pp. １9５－１9６ ; Emile de Borchgrave, Histoire des rapports de droit public : qui existèrent 
entre les Provinces belges et l’Empire d’Allemagne depuis le démembrement de la Monarchie carolingienne jusqu’à 
国際文化研究　第20号
230
l’incorporation de la Belgiuqe à la République française, １８7０, pp.１7２－１7３.　本文にあげた封にくわえ、ロレーヌ
= エ = バール公権は以下の所領も神聖ローマ皇帝の封であると認めている。領主領 seigneurie として Clermont
－en－Argonne, Hattonchastcl, Falkenstein, Phalsbourg, Lixhein, Salm 伯 領 と Sarwerden 伯 領 の 一 部（Iloinbourg－
Saint－Avant, Saralben, Saaibourg）, Moyenvic と Marsal の塩田 , Noineny 侯領。
２１　Loc.cit.
２２　M. C. Vignal Souleyreau, op.cit., Paris, ２００４, p.４２.

















２7　M. C. Vignal Souleyreau, op.cit., p.３２.
２８　J.－L. Masson, Histoire administrative de la Lorraine, Paris, １9８２, p.４３ ; Alfred de Besancenet, Le bienheureux 
Pierre Fourier et la Lorraine, étude historique, XVIe et XVIIe siècles, Paris, １８６４, pp.9－１０.
２9　G.Livet, «La Lorraine et les relations internationales au XVIIIe siècle», La Lorraine dans l’Europe des Lumières, 
Actes du colloque de Nancy, （Annales de l’Est, Mémoire, n. ３４）, Nancy, １9６８, p.１８ （pp.１５－５０）.
３０　A.Calmet, Notice de la Lorraine qui comprend les duchés de Bar et de Luxembourg, l’électorat de Trèves, les trois 
évêchés, tome1, Nancy, １８４０, p.４9０ ; Félicien de Saulcy, Recherches sur les monnaies des ducs héréditaires de 
Lorraine, Metz, １８４１, pp.１１０－１１１ ; M. Durival, Description de la Lorraine et du Barrois, t.1, Nancy, １77８, pp.３２－３６.
３１　M. C. Vignal Souleyreau, op.cit., p.３２.
３２　V. de Saint Mauris, Étude historique sur l’ancienne lorraine, tome 2, Paris, １８６１, t.1, pp.４０－４１.
３３　A. Calmet, Histoire de la Lorraine, t.5, Nancy, p.４６9. アントワヌ公の父ルネ世 René II の母親がアンジュー
家の出身である。彼女が、ヴォデモン家 les Vaudémont のフェリ2世 Ferry II と結婚したことによって、以降、
16 世紀ヨーロッパにおけるロレーヌ =エ =バール公権とその対外政策　　帆北　智子
231
フランソワ3世に至るまでのロレーヌ = エ = バール公権は、ヴォデモン家が継承していくこととなる。
３４　Bégin, op.cit., pp.２7－２８.
３５　Loc.cit. アントワヌ公の伯父が相続者をもたずに死亡したため、アントワヌ公が相続する予定であった。
３６　Loc.cit. ; V. de Saint－Mauris, op.cit., pp.３３１－３３２.
３7　ストゥネのロレーヌ = エ = バール公への返還は、クレピ条約締結に際し、神聖ローマ皇帝が、自身の封で
あるということを理由に、ロレーヌ = エ = バール公によるフランス王への譲渡は認められないとして、フ
ランス王権に抗議したことから、その返還に関する条項が同条約に盛りこまれ、実現された。J. Neaulme, 
Négociations secrètes touchant la paix de Munster et d’Osnabrug:ou Recueil général des préliminaires, instructions, 
lettres, mémoires &c. concernant ces négociations, depuis leur commencement en １６４２ , jusqu’à leur conclusion en 
１６４８ , Paris, １7２５, pp.６６－６7.
３８　Cabourdin, op.cit.,t.1, pp.５３－５４.
３9　Livet, op.cit., p.１9 ; J.Schneider, op.cit., p.６7.
４０　柴田三千雄、樺山紘一、福井憲彦（編）『歴史学大系　フランス史』山川出版、第2巻、１99６年、２２１－２２４頁。
４１　AAE, vol.４7/ P１５８５３, “Extrait du Traité de paix conclû à Riswik, le ３０e Octobre １６97 ”.

